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ははじじめめにに 

 1960 から 80 年代に盛んに造成された針葉樹人工林が

伐採適期を迎えていることから，木材生産量は 2002 年を

境に増加に転じ，今後さらに増加すると予測されている
(12)。増加する伐採量に対し，従来の大面積皆伐では森林

環境への負のインパクト，例えば土砂災害，水質汚濁，生

物多様性の劣化が懸念されている(9 など)。これら負のイン

パクトを軽減するため，保持伐施業（retention forestry：
「主伐時に生立木や枯死木，森林パッチ等を維持するこ

とで伐採の影響を緩和し，木材生産と生物多様性保全の

両立をめざす森林管理法(10)」）が欧米と豪州を中心に導入

され，そこを試験地とした調査が行われてきた(3 など)。実

際，保持伐施業は，森林性種への負のインパクトの軽減

と非森林性種へのハビタット提供の両方に機能すること

が明らかにされている(2)。しかし，我が国では保持伐施業

を取り入れた試験地はなかった。もうひとつの負のイン

パクトを軽減する方法として，伐採面積を小さくする小

面積皆伐がある。そのひとつの方法として，残林帯を残

しながら 20〜40m 幅の伐採を縞状に行う帯状伐採が我が

国で導入されていて(24)，帯状伐採地は皆伐地と比べて下

層植生や腐肉食性甲虫類（シデムシ科と糞虫類）の森林

性種保全に寄与することが知られている(5, 23)。しかし，我

が国において小面積皆伐による負のインパクトの軽減に

ついては情報量が少ない。そこで，北海道のイルムケッ

プ山麓に広がる北海道有林内のトドマツ  (Abies 
sachaliensis) 人工林を伐採する際に，人工林内に侵入し

ていた広葉樹を 3 つの密度で全体的に残す広葉樹単木保

持伐と伐採地中央に非伐採パッチを残す群状保持伐およ

び，約 1ha の小面積皆伐と 6ha 以上の全面皆伐を行う試

験地が，2013 年に設定された（試験地名：REFRESH）(1,10, 

29)。この試験地ではこれまでに，オサムシ科甲虫群集につ

いては単木あるいは単木と群状の両保持施業に(24, 28)，腐

肉食性甲虫群集では単木保持施業と小面積皆伐に(22)，森

林性種への伐採による負のインパクト軽減効果が認めら

れている。しかし，これら以外の昆虫群集についての報

告はない。 
 ベッコウバエ科 (Dryomyzidae) は森林への依存性が高

く，森林の指標種群となる可能性が示唆されている(16, 21)。

札幌市においても，ベッコウバエ科の 3 種のうちもっと

も多かったベッコウバエ (Dryomyza formosa) が，中齢以

上の閉鎖林環境の指標になるとされている(20)。なお，ベ

ッコウバエ科は世界で 6属 22 種が知られ，全て北半球に

生息する(7)。うち海浜に生息する捕食性の 1 属 3 種以外

は，全て腐食性（動植物の遺骸食）または糞食性で，多く

の種が森林環境を好むとされている(7)。我が国では 10 種，

北海道からは 7 種が記録されている(15)。  
ハネカクシ科（Staphylinidae）甲虫群集は環境指標性が

高いことが知られている(11 など)，しかし，我が国のハネカ

クシ科甲虫は 2,260 種と非常に種数が多く(14)，かつ微小

なものが多いため，種同定が困難なことから，これまで

森林環境とハネカクシ科甲虫の関係を解析した例はなか

った。ハネカクシ科甲虫のうちアカバトガリオオズハネ

カクシ（Platydracus brevicornis：以下アカバ）（注：保育

社の甲虫図鑑(II) (25)ではアカバハネカクシ (Staphylinus 
paganus)と掲載されている）は，大型（体長 15〜19mm）

の捕食者で(27)，頭部と前胸背に金属光沢と密な点刻があ

り，かつ上翅が赤褐色，小楯板が黒いことで，他の種から

容易に区別できる。九州では林内に設置した腐肉ベイト

のピットフォールトラップで多数捕獲され，開放地では

捕獲されないことが知られている(17)。札幌市でも調査が

行われ，中齢以上の閉鎖林環境の指標種になることが示

唆されている(20)。 
そこで，REFRESH 試験地において，腐肉ベイトのピッ

トフォールトラップによるベッコウバエ科とアカバの捕

獲調査を行い，捕獲数から保持伐施業と小面積皆伐がベ

ッコウバエ科とアカバに対して，伐採インパクトを軽減

する効果があるかどうかを検討した。 
なお，北海道水産林務部森林環境局道有林課，北海道

空知総合振興局森林室の皆様，北海道立総合研究機構林

業試験場道北支場の明石信廣博士，および森林総合研究

所北海道支所の尾崎研一博士には研究遂行への助力を，

同北海道支所の山中聡博士と九州支所の佐山勝彦博士に

は野外調査に助力をいただいた。ここに深謝する。本研

究は三井物産環境基金研究助成 R15-0025 と JSPS 科研費

JP25252030 と 18H04154 の助成を受けた。 
   

調調査査地地とと方方法法 
調査地：北海道イルムケップ山（標高 864m）の東および

南斜面の芦別市，赤平市，深川市にまたがる北海道有林

空知管理区内の約 5〜8ha の林分を調査地とした。シナノ

キ (Tilia japonica) やミズナラ (Quercus crispula) 等の広

葉樹天然林（非伐採広葉樹天然林区：以下 NC）3 林分と

50 年生以上のトドマツ人工林 20 林分を用いた(1,29)。各林

分の林縁から他の林分林縁までは，それぞれ 150 m以上
離れていた(1,29)。トドマツ人工林のうち 17 林分には以下

に示す 6 種類の伐採が各種毎年 1 林分で行われた（表−
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1）：1)単木大量保持区（以下 SL）：トド
マツ人工林内に侵入していた広葉樹の

うち約 100 本/ha を残す伐採林分，2)単
木中量保持区（以下 SM）：同広葉樹を
約 50本/ha残す伐採林分，3)単木小量保
持区（以下 SS）：同広葉樹を約 10本/ha
残す伐採林分，4) 群状保持伐区（以下
GR）：林分中央付近に 60×60 mの非伐採
保持パッチを残す皆伐林分，5) 小面積
皆伐区（以下 SC）：林分内の 2ないし 3
カ所で行う約 100m四方（約 1 ha） の
皆伐地，6) 全面皆伐区（以下：CC）：全
面皆伐林分(1,29)（表−1）。トドマツ人工林
の残る 3 林分は非伐採トドマツ人工林
区（以下 PC）とした（表−1）。各調査地
の設立は 2013, 14, 15年に行われ，それ
ぞれに REFRESH 試験地共通の調査地
番号 1, 2, 3が割り振られた。また，伐
採試験地での伐採は各設立年の翌年，

すなわち 2014，15, 16 年に行われた。
SCは 2林分内の計 5区（SC 2-1, 2, 3と
SC3-1, 2）が設定された（表−1）。各 SC
の境はそれぞれ 10 m以上離れていた。
GRについては，保持バッチ内（保残区：
以下 GRR）と保持パッチ外の皆伐地（伐
採区：以下 GRC）に分けて取り扱った
（表−1）。 
捕獲調査：Ueda et al. (22)と上田ら(24)が腐

肉食性甲虫およびオサムシ科甲虫につ

いて報告したものと同じサンプルから

ベッコウバエ科とアカバを抽出した。

2017年 6月 13〜15日に魚肉をベイトと
したピットフォールトラップを，各調査

地の境界から 50m 以上内側に入り，か
つそれぞれ 50ｍ以上離れた 2 カ所に１
基ずつ設置した。但し，GRRと SCにつ
いてはそれぞれの中央に１基のみ設置

した。約 1ヶ月毎に捕獲虫の回収とベイ
トの交換を行い，10月 2〜3日の 4回目
の回収で終了した。トラップは本誌北方

森林研究での上田・佐藤(18, 19)の報告に記

したとおりなので，省略する。 
樹木胸高断面積計（以下 BA）データ：胸

高直径（以下 DBH）> 5cmの樹木の調査
を行った明石ら (1)のデータを一部改変

して用いた。但し，GRR3については，
調査開始前に風倒が生じたため，明石ら
(1)のデータと異なる状況になっていた。

そこで，トラップを中心とした 10×10m
四方内の DBH > 5cm の樹木の毎木調査
を 2017年 8月 28日に行い，BAを算出
した。 
解析：トラップ数が 2 基の調査地については，捕獲数デ
ータの平均値を解析に用いた。単木保持の効果について

は，SL, SM, SSと CCの捕獲数と BAの相関解析（Pearson

の相関係数）を行った。解析には Microsoft Excel for Mac 
ver. 16.51(8)を用いた。群状保持の効果については施業区

数が少なく有意性検定が不可能であった。そのため GRR
と GRCでの捕獲数を図示して効果を検討した。小面積皆
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ベッコウバエ科計

ワタナベベッコウバエ ベッコウバエ属の１種

ベッコウバエ

7/10-13 8/8-10 9/1-4 10/2-3 計

ベッコウバエ 0 0 68 1,279 3,347
ワタナベベッコウバエ 0 0 0 227 227
ベッコウバエ属の１種 0 0 1 29 30

アカバトガリオオズハネカクシ 243 111 36 50 440

回収日（2017年）
種名

トドマツ林全面施業

群状保持保残区

群状保持伐採区

小面積皆伐区

非伐採広葉樹
天然林区

（非伐採区，単木保
持区，全面皆伐区）

 

設定時
の森林

処理区
処理区
略称

調査地
番号

BAa

(m2/ha)
NC 1, 2, 3 51.7, 36,8, 28.5

約
50
年
生
ト
ド
マ
ツ
人
工
林

非伐採トドマツ人工林区 PC 1, 2, 3 39.9, 41.7, 35.9

大量保持区（1haあたり広葉樹約100本） SL 1, 2, 3 5.8, 7.5, 7.4
SM 1, 2, 3 3.8, 2.2, 4.3
SS 1, 2, 3 0.6, 0.8, 0.5

群状保持伐区（GR）内
保残区（60m四方の非伐採保持パッチ内）GRR 1, 2, 3 49.2, 48.9, 1.2b

伐採区（保持パッチ外の皆伐地） GRC 1, 2, 3 0, 0, 0

小面積皆伐区（約100m四方(1ha)の皆伐地） SC 2-1, 2, 3
3-1, 2

0, 0, 0
0, 0

全面皆伐区 CC 1, 2, 3 0, 0, 0
a
明石ら（2017）を改変（風倒が生じたGRR3を除く）。

b 2017年8月28日に行ったトラップサイトを中心とした10ｍ四方内の調査結果。

広葉樹天然林 非伐採広葉樹天然林区

単木保持施業

中量保持区（1haあたり広葉樹約50本）
小量保持区（1haあたり広葉樹約10本）

表表−−1 各各調調査査地地のの処処理理区区名名，，略略称称とと樹樹木木胸胸高高断断面面積積計計（（BA）） 

表表−−2  各各回回収収日日ににおおけけるる捕捕獲獲数数 
 

 

7/10-13 8/8-10 9/1-4 10/2-3 計

ベッコウバエ Dryomyza formosa 0 0 68 1,279 3,347
ワタナベベッコウバエ Dryomyza ecalcarata 0 0 0 227 227
ベッコウバエ属の１種 Dryomyza sp. 0 0 1 29 30

アカバトガリオオズハネカクシ Platydracus brevicornis 243 111 36 50 440

回収日（2017年）

ハエ目ベッコウバエ科 Diptera: Dryomyzidae

目・科・種名

甲虫目ハネカクシ科 Coleoptera: Staphylinidae

図図−−1 ベベッッココウウババエエ科科捕捕獲獲数数とと樹樹木木胸胸高高断断面面積積計計（（BA））のの関関係係 
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伐の効果については SC と CC の捕獲数の差を Kruskal-
Wallis検定で比較した。解析には JMP 8(13)を用いた。 
 

結結果果とと考考察察 
SM3 と GRC2 では，設置した 2基のトラップのうち 1基

が動物に荒らされたため，これらのトラップの捕獲数デ

ータを解析から除外した。 
ベッコウバエ科：トラップ全体でベッコウバエ属

（Dryomyza）の 3 種 3,604個体が捕獲された（表−2）。捕
獲は 10 月 2〜3 日回収分に集中していて，8 月 8〜10 日
までの捕獲数はゼロであった（表−2）。もっとも多かった

ベッコウバエ（表−2）の捕獲は，いずれも非伐採の広葉樹

天然林（NC）とトドマツ人工林（PC）に集中していた（図

−1）。捕獲数の少なかった他の 2 種（表−2）も，ほとんど

の個体が非伐採林で捕獲された（図−1）。そのため，ベッ

コウバエ科全体の捕獲も非伐採林に集中していた（図−1）。
単木保持各区と全面皆伐区ではベッコウバエが SL1 で１

個体，SS3 で 3 個体，ワタナベベッコウバエ（Dryomyza 
ecalcarata）が SL1 で 7個体捕獲されただけ（図−1：但し

図中の価は平均値）であり，他はゼロであった。そのた

め，BA と捕獲数に有意な関係はなく（表−3），単木保持

施業によるベッコウバエ科の保全効果は検出できなかっ

た。群状保持の効果についても，GRR1 でベッコウバエが

1 個体捕獲されただけで，保残区と伐採区の間に違いは

なく（図−2），明確な保全効果はみられなかった。小面積

皆伐と全面皆伐の比較では，SC2-1 でワタナベベッコウ

バエが 2 個体捕獲されただけで，小面積皆伐区と全面皆

伐区の間に有意差はなく（図−3），小面積皆伐による保全

効果は検出できなかった。単木保持と小面積皆伐に明確

な保全効果が見られなかったのは，ベッコウバエ科が伐

採地では生息できないことに起因すると考えられる。熊

本県のスギ・ヒノキ林において，伐採前年に多数捕獲さ

れたベッコウバエが，伐採幅 40ｍの帯状伐採後には林縁

を含む伐採地内で全く捕獲されなかった(16)。この研究と

本研究の結果から，ベッコウバエ科は森林依存性が高く，

多少の単木保持木があっても，また伐採面積が小さくて

も林外では活動しないと考えられる。また，先の帯状伐

採施業地内の幅 40〜60ｍの残林帯においてもベッコウバ

エは全く捕獲されなかった(16)。これは，本研究の群状保

持保残区での結果と一致する。小面積の保持パッチや幅

の狭い保持帯は，ベッコウバエ科の生息地として機能し

ないと考えられる。 
 本研究におけるベッコウバエ科捕獲数の季節的変化は，

晩秋になるほど多くなることを予想させる（表−1）。これ

は，札幌市においても同じであった (20)。奈良県の標高

950m 以上の場所でのワタナベベッコウバエの捕獲デー

タのほとんどは 11 月で，12 月 6 日の捕獲記録もあった
(4)。このことからベッコウバエ科については積雪直前ま

での調査が必要とされている(20)。今後，本調査地におい

ても積雪直前までの調査を行い，ベッコウバエ科と伐採

施業との関係をより精密に明らかにしていく必要がある。 
アカバトガリオオズハネカクシ：全体で 440 個体が捕獲

され，7 月 10〜13 日の回収でもっとも多く，8 月 8〜10
日の回収でも比較的多かったことから，初夏から夏に多

い種と考えられる（表−1）。これは夏に多いという札幌市

での捕獲(20)とほぼ一致していた。なお本種の九州での捕

獲消長は， 5月と 8月下旬に多い 2 山型になることが知

られている(17)。場所別にみるとベッコウバエ科とは異な

り，非伐採林に多いという傾向はなく，伐採地でも非伐

採林と同様の捕獲がみられた（図−4）。これは，中齢以上

の林内に本種が多いことから，本種が森林性であるとし

た札幌市での結果(20)と明確に異なっていた。単木保持各

区と全面皆伐区における BA と捕獲数の間に有意な関係

はなく（表−3），単木保持施業による本種の保全効果は検

出できなかった。群状保持の効果についても，保残区の

方が伐採区よりも多かったのは GR2 だけで（図−2），明

確な保全効果はみられなかった。これに対し，全ての小

面積皆伐区での捕獲数は全ての全面皆伐区よりも多く，

有意差が認められた（図−3）。 
 伐採前のオサムシ科甲虫群集が伐採後も数年間維持さ

表表−−3 単単木木保保持持各各区区とと全全面面皆皆伐伐区区ででのの捕捕獲獲数数とと樹樹木木胸胸高高

断断面面積積計計（（BA））のの相相関関解解析析（（Pearson のの相相関関係係数数））のの結結果果 
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図図−−3 小小面面積積皆皆伐伐区区とと全全面面皆皆伐伐区区にに
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れることが北米での調査で認められている(6, 26 など)。ハネ

カクシ科甲虫において伐採前後の群集変化についての報

告はこれまでにない。今回の調査地は，伐採後 1〜3年目
であることから，北米の森林性オサムシ科甲虫のように，

伐採後年数を経ることで本種の減少が生じた可能性があ

る。しかし，札幌市の調査地には伐採後 2 年目と 3 年目
の新植地が含まれていたが，そこでの本種の捕獲数は少

なかった(20)。札幌市の結果と本研究の結果が異なってい

た要因を明らかにするには，本調査地での継続調査や他

の場所での捕獲調査の結果から検討する必要がある。今

回，小面積皆伐区で全面皆伐区よりも捕獲数が多かった

ことについても，伐採前の個体数が反映されているのか，

小面積皆伐地を選好するするのか，あるいはそれ以外の

要因が関与するのかは不明である。これについても今後

の継続調査と他の場所での捕獲調査が必要と考えられる。 
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